
有形固定資産 有形固定資産

［略］ ［同左］

使用権資産


リース資産


［略］ ［同左］

無形固定資産 無形固定資産

［略］ ［同左］

使用権資産


リース資産


［略］ ［同左］

［略］ ［同左］

負債の部 負債の部

総負債 総負債

［略］ ［同左］

（記載上の注意） （記載上の注意）
［略］ ［同左］

（別紙様式第五号） （別紙様式第五号）
［表略］ ［同左］
（記載上の注意） （記載上の注意）
この様式において使用する用語は、特段の定めがない限り、ソルベンシー・マージン比率告
示において使用する用語の例によるものとする。

この様式において使用する用語は、特段の定めがない限り、ソルベンシー・マージン比率告
示において使用する用語の例によるものとする。

１ 各項

について、イ欄の「財務会計ベースの額」には貸借対照表計上額、ロ欄の「組替えの

額」には、組替え（この様式において、ソルベンシー・マージン比率告示第九条に規定する
ところにより組替えを行うことをいう。）による当該項の額の増減額、ハ欄の「評価替えの額」
には、評価替え（この様式において、ソルベンシー・マージン比率告示第十条に規定すると
ころにより評価替えを行うことをいう。）による当該項の額の増減額並びにニ欄の「経済価値
ベースの額」には、経済価値評価の額としてイ欄、ロ欄及びハ欄の額の合計額を記載するこ
と。

１ 各科目


について、イ欄の「財務会計ベースの額」には貸借対照表計上額、ロ欄の「組替え
の額」には、組替え（この様式において、ソルベンシー・マージン比率告示第九条に規定す
るところにより組替えを行うことをいう。）による当該項の額の増減額、ハ欄の「評価替えの
額」には、評価替え（この様式において、ソルベンシー・マージン比率告示第十条に規定す
るところにより評価替えを行うことをいう。）による当該項の額の増減額並びにニ欄の「経済
価値ベースの額」には、経済価値評価の額としてイ欄、ロ欄及びハ欄の額の合計額を記載す
ること。

２ 各項

について、特別勘定等に属するものの額を除いた額を記載すること。また、本様式に

記載した額は特別勘定等に属するものの額を含まない旨を注記すること。
２ 各科目


について、特別勘定等に属するものの額を除いた額を記載すること。また、本様式
に記載した額は特別勘定等に属するものの額を含まない旨を注記すること。

（別紙様式第七号） （別紙様式第七号）
（単位：％、百万円） （単位：％、百万円）

感応度分析 感応度分析

［表略］ ［同左］
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